
障害者自立支援機器

「シーズ・ニーズマツチング交流會」
～作る人と使う人の交流会～

開催日

時　間

会　場

主　催

11zＳ２７年3jll6日(ｔ)～７日(土)'

１０：ＯＯ～１６：○○

ＴＯＣ有明コンベンションホール４階

ｔ益財団法人テクノエイド協会

＜参加対象ン

障害当事者、家族、・究き、

専門職、障害回体、

きての支援機ＳｌＳ企業　等

障害当事者の二－ズをよリ的確に捉えた支援機器開発の機会を創ｉすべく,シーズ･ニーズのマッチン

グ交流会を開催いたします.交流会では,開発やａ良等を行う機器の展示を行うとともに障害当事者と

企業･ほ究者,政府系のiT究開発支援機関等が一堂に会し,体験や交流を通じて,良質な支援機Ｓの開

発,この分野への新規参入の促進を図リます。
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・聴覚障害者の日常生活支援機器（コミュニケーション支援機器など）

・盲ろうきの日常生活ま援機器（会話やＳ志伝達の支援機Ｓなど）

ｅ障害児の生活を豊かにする支援機器（次服,理解向上のための機器など）

その他たくさんの支援機器を展示します。
t□融 １

を展示ａａのイメージ(必ずしも写真の銕５がｉａされるわけではありません)
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プログラム

ｅ障害者団体ブース

障害に関する課題や現状を多くの人に知つていただけるよう,それぞれの回体の活動を紹介

日本身体障害き回体連台会/圭・脊髄損傷者連合会/日本ALS協会/日本盲人会連合/ろう･難聴教

育ほ究会/ろう教育を考える全■協議会/難聴児支援教材研究会/筑波技術大学/全・盲ろう者協会

/全日本難聴者･中途失聴者回体連合会/ポリオの会/自Ｍ症サポートセンター

・機Ｓ開発企業ブース

現在開発中や改良中の自立支援機器を紹介

ｅ開発支援機関ブース

・参加者

ＮＥＤＯ(独さ行Ｒ法人　新エネルギー･産業技術総合開・機構)

ＮＩＣＴ(独立行政法人　情報通信ほ究機構)

JST(Ｈ学技術振興ａ・)

・立障害者リハビリテーションセンター研究所

ほ生労働省自た支援振興室　　　　　　　　　　　　　　　　１

全ての支援機ＳＲ発企業,当李者,家族,研究者,専門職,障害回体等

・基調講演

「自立支援穀ＳＨ荊こ対するｍ待と役胆こついて」

曰本作業療法士協台　会Ｒ　中村春ミ

・基調報告

「3Dプリンタが屁iく新たな支援機Ｓデザインの可能き」

国立障害者リハビリテーションセンター研究所

硯川　潤/中村　隆/高嶋　淳

・現場報告
「目iZI吏援機Ｓを」ｍした・動とか力[]」

ＮＰＯ法人自閉症サポートセンター　松井　宏昭

ＮＰＯ法人チャレンジド･コミュニティ　金井　光一

ＮＰＯ法人生活サポートみらい　石筒　洋子

ＮＰＯ法人メッセージ花くじら　石田　肩

●シンポジウム

ＦＲｔ･市販化に向けての苦労話と成功事例」

座長:国立障害者リハビリテーションセンター　諏訪　基

すべての講演･シンポジウムで

要約筆ＥでのＳ訳を行います。
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WESTホール3jﾖ!17日(:1こ)

圭催:・さ回1害者リハビリテーションセンター・究所

・二－ズａアイディアフォーラム(NIF)

●支援機器利活JE目拡大シンポジウムー情報基盤構築で進めるイノベーション創出－
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「シーズ・二－ズマッチング交流会」事務・　あて

FAX　03-3266・6885

参加登録票を事前に送付いただくと|入場手続きが7F要になリ、スムーズです。

電子メール　ｗａtａｎａｂｅ(回)tｅｃｈｎｏ－aids．ｏr・jp

参加登録票

所　属 ｌ
(・人でか力口される場台はＥ入不要です)

氏　名
(4もまで記入可)

ｌ
ふリがな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ふ－

属性
1ﾝ｜

のの

を参
選加
ん者
で属
記性
入ａ
しＳ
てｇ
くか
だら

ふリがな

属性

ふリがな

属性

ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌごaM

属性
し1ヨ

゜す
る

参加者属性
a.障言当事者　　b.当事者家族　　c.Rjき企業　　d.研究機関

e,障害回体　　　f.行政　　g.その他（　　　　　　　　　　　）

代表者の

連絡先

住所干

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX

E,maiL

興昧のある

開発対象分野
該当する項目に

○を付けてください

復数回答可

１．肢体障害者の曰常生活支援機R　　2.視覚障言者の曰常生活支援機R

3.聴覚障害者の曰常生活支援機E　　4.盲ろう者の曰常生活ま援機器

5.障害者のコミュニケーションを支援する機Ｈ　　６．障害者スポーツ用機Ｅ

フ.障害兜の生丿呂を豊かにする支援機器　　8.その他（　　　　　　　　　）

備　考

※ご２載いただいた個人情報は,交流会に関する問い合わせやご案内以外には使・いたしません。

�お串し込み先

「シーズ・ニーズマッチング交流会」事務局　あて

FAX　03-3266-6885　1子メール　ｗａtａｎａｂｅＯtｅｃｈｎｏ-aids.ｏ「.Jp

■お問い合わせ（事務局）

i=162-0823　東京都新宿Ｚ神楽河岸1-1セントラルプラザ4階

公む財回法人テタノエイド協会　企画部　む日ﾖ、五島、渡2:!

TEL : 03-3266-6883　URL : http://ｗｗｗ.tｅｃｈｎｏ-aids.０r･jp/



会場までのアタセス
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…‥…ｔ歩ルート ････…･りんかい線のll電車から終電車の間は,i!tiすることができます。[・土日は7:○○～２２１００まで]

TＯＣ有明

住所　干135-0063栄京都5工東区有明3丁目5番7号

電話　03-5500-3535　URL　htす)://ｗｗｗ.toc-ａriake･Jp/

〈公共交il機関のご案内〉
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2路線3駅の利JE目が可能です。

●リんかい線ｍ際展示堀駅から徒歩3分

●ゆリかもめ国際展示場工E門駅･有明駅から徒歩4分

〈車でお越しの場合〉

・さ都高速湾岸線「有E回」出□よリ約5分(新木場方・よリ)

・首都高ａミ岸線[臨海副ぷ心]■□よリ約5が(大井方面よリ)

・さ都高・11ｑＳr台ぢJi□よリ約5が(レインボーブリッジカ面よリ)

〈駐車場のご案内〉

某務棟1～5階と接続されている大規模自走式駐車場（有料）をご利用ください。

〈休憩スペース･身体障害きJE目トイレ〉

本交ほ台の会場となるコンベンションホール4階に設圖しています。
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渡這慎一　氏
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南浩一　氏

(みなみ・こういち)

４
り’



ゲストのプロフィール

松本■彦　氏（まつもと・あきひこ）

1977年酒井医療株式会社入社な後営業現場経験20年

1997年～本社勤務マーケティング部、営業企画部、入浴装置事業推進部。

新規事業推進部など。

2013年在宅事業部部長

入浴装置事業推進部で企画商品の代表eりな自立支援浴橿「パンジーｉ」、

新規事業推進部でな下のURLの「リハビリテーション強化型高齢者住宅」

リハモード・グィラの企画、開設、運Ｓを担肖

＜http://rｅｈａ-ｍｏｄｅ.ｃｏｍ/ン

http://ｗｗｗ.sａｋａｉｍｅｄ.ｃｏj p/

渡迫慎一　氏（わたなべ・しんいち）

1983年九州リハビリテーション大学校作業療法学科卒、門司鉄道病院勤務

1985年米国口－マリンダ大学作業療法学科留学

1987年横浜市総合リハビリテーションセンター

2002年厚生労働省老健局振興課福祉・具・住宅改修指導き

2005年横浜市総合リハビリテ一ションセンター

現在、横浜市総合リハビリテ一ションセンター医療部担Mj部長。

一般社団法人神奈川県作業療法士会会長。

一般社団法人日本作業療法士協会制度対策部福祉・具対策委員長。

一般社団法人福祉ｇ具専門相談員協会ミ事。

厚生労働省福祉・具・住宅改修評価検討会委ａ等、多数の職務を兼任。

福祉・ａＷＭ相談・WF修１テキストを執筆にｍわるｔ、著書も１数ｉ版

鈴木ひとみ　氏（すずき・ひとみ）

1981年82年度ミス・インターナショナル準日本代表に選ほ1

ミス・ネーショーン世界大会ミス・エレガンスに選i

1983年モデルデビュー

1984年仕事の帰路、交i！事故に遭つた

1985年鳥取で行われた身障者の国体にｉ堀、２種目で大会新記録で優勝

1987年国際ストークマンデビル競技大会｛車椅子競技の世界大会｝金メダル

2004年アテネパラリンピック、射撃でｉ堀

現在,ＵＤ啓発講Ｓ,ＮＨＫ障害者福祉賞審査員、企業のバリアフリーの

アドバイスのかたわら執筆活動、射撃の選手（ピストル）

http://ｗｗｗ.h2.dion.ｎｅJp/“hitｏｍｉ一5/

南浩一　氏（みなみ・こういち）

1979年ジャパンマスターズハンググライダー大会優勝

1980年エンジンハンググライダーの試験飛行中に墜落

首の骨を折リ、回肢麻婢となリ、以後車椅子の生活となる

1987年福祉機器の会社を設立

1996年埼EE県民栄誉寅を受賞

1997年絵画（CG）ガQ長ｇ県総合福祉センター文化ホール緞帳のデザインに

採用される

パラリンピック５大会ｉ場（ソウル、バルセロナ、アトランタ、シドニー、

アテネ）アーチェリーｔメダリスト

現在、リハビリテーションエンジニアとして福祉機器の製造・販売に携わる。

車椅子の空撮カメラマン　http://blogs.yａｈｏｏ.ｃｏ.jp/ｍｉｎｏｋｏri

ブロジェクトチーム　４つの学校の学ｔさんからなる８チームが成果物を展示・発表します

千葉大学

社会Ｅ学技術学院

束京電機大学

埼五大学

デザイン科学専攻　　　11も

ミ学療法士学科４年　12名

未来科学部

機械工学科

国立障害者リハビリテーションセンター

３年　　２名

３年　　８も

自さ支援局、研究所

プログラム

9:30　受付開始

10:00～12:45　ニーズａアイデア　プロジェクト　参加学生の成・Ｓ示（８ブース）

13:00～　開会の挨拶　国さ障害者リハビリテーションセンター　自立支援局長　飯島節

ニーズ8,アイデアプロジェクト　成JI発表８件

13:45～　肖事者、専r¶1職によるコメント

企業側　　　　・＃Ｅ療（株）在ｔ事業部　部Ｒ松本日ll彦氏

ｉ事者側　　　ＵＤ啓発講師鈴木ひとみ氏

医療専r¶1職　横浜市総合リハビリテーションセンター、日本作業療法士協会福祉JI具対策委員長　渡遁慎一氏

（休・　20う1程）

15:00～　■さ障害者リハビリテーションセンター・自立支援・の紹介

15:30～　参加各校からの二－ズａアイデアプロジェクト総括

「パラリンピックにｉ場して（i!手の目から見たニーズａアイデア）」　南浩一氏

「2020年東京オリンピック・パラリンピックと、その後にあけて私たちができること」鈴木ひとみ氏

16:10　閉会の挨拶　■さ障害者リハビリテーションセンター　小野栄－

16:15　終了



FUS‾IS=　
挨拶　　ｉ厚生き働雀社4き援瞳局障ｇ保Sll祉

ヵ・・・Ｓ雀商務情報政・局ヘルスケア産業課医療･・祉機器産Ｓ室

１０：２０－１１ ：２０ Ｓ●●演　ｉ一般社団Ｓ人医療介護福祉alii究フォーラム理・長中ＭＳ一

１１ ：２０-１２：００ ●演　　iyQ・財団ま人テクノエイド協会ll事長大橋謙策

１２：００-１３：００ ＳＩ休ｌ

第２部

１３：００-１３：２０「・!ＩＥｌｌｌ４９き・究ｌｌ６Ｓ（ＳＳ者まｌｌａ合ｉＲｌｌｌＳ）・究Ｓき

一支援機器イノベーション創ｉのための情ｌ墓Ｓ構築に関する研Ｒ一』

カ国立障害者リハピリテーションセンター研究所長加藤誠志

１３：２０－１４：３５＜まｌ機ＩのＵｉｉのll状とｌｌｉｌＳＳへの期・ン（ｌｌＳ１５９）

１～　　－-　ｉ厚!llﾀＩＳｉ社会･ｌ護局陣言保健福祉部２画・自IZ叉ｌ・ＳＺＳ祉用具専門官加ＳＳ●
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．－　・

カ公益社団法人日本リハピリテーション医学会理ｌ浅見豊子　　　　　　　　　　　　　９　　Ｗ　Ｗ

ヵＳ草学園大き９Ｓｉ原ilS・学療jii学科鵬Ｓ日本ま援工き理・療・学会・ｇ幹事松EB・弘

Ｓ社・Ｓ祉ま人横浜市リハピリテーション事集団ｔ４リハビリテーションＳＩＲ関発課９・原jiit 4aｮ哲人

Ｓ一般杜団Ｓ人日本嚢肢装具士協会常任理事大塚Ｓ

１４：３５-１４：５０休ｌ

１４：５０-１６：０５＜支援機器の開発促Ｓの現状とｌｌａ盤構築への期待ン（|演題15分）

S1111非営lji動121人DFi（障・・インターナショナル）日本会ａバリアフリー担当顧問今・・義

ヵ日本福祉用真･生Ｓま援用ＩＳ会（JASPA）W務理事清水壮－

・独１行政法人新エネルギー･産SIま術Ｓ合開発SS（NFryl）aS主Ｓ村越iE設

ヵ株式会社今仙技術研究所取締役伊藤智昭

yy兵廟ｌ立リハピリテーション中央病院ロポツトリハピリテーションセンター畏陳隆明

１６：０５－１６：２０休贈

第３部

１６：２０－１７：２０パネルディスカツションｘｉ機器の利活・と新たな開発をgi14するＳ報ＩＳＳＳ

登壇者

み横浜市総合リハビリテーションセンター顧問伊藤利之

カ特ﾇil非営利活Sjを人Cii（・・・インターナショナル）日本会眼パリアフリー担当顧問今5iE楓

-●･－　皿　　　　Ｓ祖Ｓ享Ｓ大ｉ保Ｓ医ＳｉＳ・学叢法学科●１日本支援工11jl・療・9き会運き幹享松Ｓ雅弘
‾~~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　Ｗ　　や

・社会福祉法人横浜市リハピリテーション事ｓ団地域リハピリテーション齢ａ究間発課作業療11t iiiiW7"=
ヵ－11社団法人日本程肢装具ｔ協会ｇａ理事大塚博

ヵ株式会社今仙技術研究Jｦi取締lif藤智昭

カ兵Ｓ県・リハビリテーション中宍荊院ロポツトリハピリテーションセンター・陳・明

１７：２０-１７：３０閉会

＝゛;Ｅｉ

ｌ　　．．　ｉ　　　　’回＝ｚ　　　　ｚｉ　　　　　〃ｌ・

１　　　　　　　゛．１　・Ｉ　Ｉ　　　　．　．　　　　　１　．１　　１　７　　　　１｀

．．　ｉ＝’ｉ"　ｓ．・●｀　，　　　．　　　　　　　-･･． ”;‘ｉ　　　　'２　１，　●""．’Ｉむ　　　　゛5‘’ .・.1‾lii’・1 “ ’･|� �，-－11－■騨－－|’３
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平成２６年に日本が批准した国連障き者権111条Ｓでは,その第四条一般的義務第一項の中に,支援機器の開jlと41U活用の促進が謳われてい

る.支援機器は,障がいのある人４の基本的な権利の享有に,欠かせない存在である。しかし,その開発から利活ｍに至るプロセスには関ぢ者が

多く、また一般製品とは異なるａＳが山積しているために,支援債器の実ｍ的な利活ｍまでスムーズに進められない現状がある。

その解決策として,手|Jm者,開発・製き者,供給者,専Ｍ職,行政が,それぞれ有する回題意識や知ｎ,情報などを共有し,協働して取り組むこと、す

なわち支援機器イノペ一ションの創ぷが重きである.国立障害者リハビリテーションセンターでは,それを実現するために,厚生労働科学ほ究

費「支・植器イノペーション創ｉのための情縦ａａ構築に関する研究(平ま２６～２８年度)」を実施し,・ａ・・,人材育ぼ,肖事さからの･ほ報

創発に資する基盤構築に取り組んでいる.本シンポジウムでは,これまでの研究成果を報告するとともに,すでに支援朧器の利活・と開発の促

まに取リ組んでいる関まう1野からのJR状の報告を頂き,情報共有を図るとともに,日本を体として取り組むべき共ilの課題を２識する。さらに、

その解決における,情報基盤の役割や方ぬ性について議論する。

主催：国iZ障１者リハビリテーションセンター
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